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社
頭
講
話

　「
街 

道
」

　

三
月
十
四
日
に
待
望
の
北
陸
新
幹

線
が
開
業
し
ま
し
た
。
富
山
駅
か
ら

東
京
駅
ま
で
二
時
間
ほ
ど
で
行
け
る

よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
交
通
手

段
に
比
べ
る
と
格
段
に
早
く
な
り
ま

し
た
。
飛
行
機
や
バ
ス
な
ど
他
の
交

通
手
段
が
そ
の
影
響
を
う
け
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
利
用
者
と
し
て
は
選

択
肢
が
広
が
り
、
便
利
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
こ
そ
新
幹
線
や
高
速
道
路
と

い
っ
た
交
通
網
が
整
備
さ
れ
、
快
適

な
輸
送
環
境
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま

す
が
、
昔
は
鉄
道
に
し
て
も
国
道
や

県
道
に
し
て
も
十
分
に
整
備
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
の
中
全
体
が

の
ん
び
り
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
現
在
と
は
隔
世
の
感
が
あ
り

ま
す
。

　

昭
和
三
十
年
代
、
自
家
用
車
が
普

及
し
始
め
た
頃
に
中
古
車
を
買
い
ま

し
た
。
主
に
通
勤
に
使
っ
て
い
ま
し

た
が
、
旅
行
に
も
出
か
け
ま
し
た
。

あ
る
年
、
父
と
母
を
乗
せ
て
「
出
雲

大
社
」
参
拝
に
出
か
け
ま
し
た
。
当

時
は
高
速
道
路
も
な
く
、
地
図
を
見

な
が
ら
国
道
、
県
道
を
ひ
た
す
ら
走

り
ま
し
た
。
そ
の
道
の
り
の
長
か
っ

た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
昨
年
、

光
栄
に
も
出
雲
大
社
権
宮
司
千
家
国

麿
さ
ん
の
結
婚
披
露
宴
に
ご
招
待
賜

り
、
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
折
も
自
家
用
車
で
向
か
い
ま
し

た
。
自
宅
か
ら
の
距
離
は
六
百
数
十

キ
ロ
あ
り
ま
し
た
が
、
父
母
を
乗
せ

て
走
っ
た
あ
の
時
と
比
べ
る
と
、
そ

の
距
離
感
は
格
段
に
近
く
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

各
都
市
間
を
結
ぶ
主
要
道
路
、
ま

た
は
、
あ
る
場
所
か
ら
あ
る
場
所
へ

至
る
道
や
神
社
・
寺
院
に
通
じ
る
道

を
「
街
道
」
と
言
い
ま
す
。
東
海
道

や
甲
州
街
道
な
ど
江
戸
時
代
の
五
街

道
を
は
じ
め
、
伊
勢
街
道
や
熊
野
古

道
、
高
野
街
道
な
ど
有
名
で
す
が
、

私
の
中
で
は
出
雲
大
社
に
至
る
道
を

「
出
雲
街
道
」
と
命
名
し
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
街
道
と
い
う
道
路
は
、
生

活
・
信
仰
・
文
化
の
発
達
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、

敦
賀
と
小
浜
間
の
高
速
道
路
が
開
通

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
狭
街
道
が

中
国
道
と
北
陸
道
を
結
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
九
州
、

四
国
、
中
国
方
面
か
ら
北
陸
以
北
へ

の
人
や
物
の
流
れ
が
活
発
に
な
り
、

文
化
交
流
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
街
道
」
は
実
際
の
「
道
」
ば
か
り

で
は
な
く
、「
出
世
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら
」

と
い
う
よ
う
な
使
い
方
も
し
ま
す
。

会
社
な
ど
、
社
会
的
な
地
位
が
順
調

に
昇
進
し
て
、
立
派
で
尊
敬
さ
れ
る

人
を
指
す
の
で
し
ょ
う
。「
街
道
」
は

人
の
た
め
に
な
る
道
路
で
す
か
ら「
出

世
街
道
」
を
行
く
人
は
、
人
が
行
き

交
う
街
道
の
大
路
小
路
を
具
に
見
聞

し
て
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
す

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
他
を
利
す
る
こ
と
が
や
が
て
自

分
を
利
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
つ

い
に
は
会
社
の
社
長
や
団
体
の
代

表
に
推
挙
さ
れ
、
本
当
の
出
世
街
道

を
歩
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

四
月
は
新
年
度
が
始
ま
る
月
で
あ

り
、
季
節
的
に
も
春
爛
漫
と
な
り
、

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
、
動
き
の

あ
る
時
期
で
あ
り
ま
す
。
立
身
出
世

を
志
す
新
社
会
人
や
春
の
陽
気
に
誘

わ
れ
て
旅
に
出
る
人
な
ど
「
街
道
」

を
行
く
人
た
ち
が
多
く
な
る
季
節
で

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の

歩
む
街
道
か
ら
外
れ
る
こ
と
な
く
、

目
的
と
す
る
地
点
ま
で
全
う
な
道
の

り
を
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

宮
　司  

藤
井
秀
弘
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二
月
三
日
午
後
三
時
よ
り
「
節
分

祭
」
が
斎
行
さ
れ
、
参
列
者
約
百
名

が
一
年
の
無
病
息
災
を
願
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
「
立
春
」
ら
し
い
暖
か
い

陽
気
に
包
ま
れ
、
祝
詞
の
奏
上
、
神

楽
「
剣
の
舞
」
奉
奏
に
続
い
て
、
神

職
と
巫
女
が
一
斉
に
「
福
豆
」
を
撒

き
ま
し
た
。

　

参
拝
者
は
「
福
」
を
呼
び
込
も
う

と
、
両
手
い
っ
ぱ
い
に
手
を
伸
ば
し

た
り
、
服
を
広
げ
た
り
と
、
熱
心
に

福
豆
を
集
め
ま
し
た
。

　

神
武
天
皇
の
建
国
の
偉
業
を
偲

び
、
更
な
る
繁
栄
と
世
界
の
恒
久
平

和
を
祈
る

「
紀
元
節
祭
」

が
二
月
十
一

日
午
前
十
時

よ
り
斎
行
さ

れ
、
福
野
松

風
会
（
苗
田

美
岳
会
長
）

が
建
国
を

祝
っ
て
、
吟

詠
を
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

奉
納
曲

【
御
本
社
】

「
花
朝
澱
江
を
下
る
」
藤
井
竹
外

「
後
夜
仏
法
僧
鳥
を
聞
く
」
空
海

「
絶
句
」
杜
甫

「
事
に
感
ず
」
于
濆

「
春
日
村
行
」
木
村
岳
風

【
功
霊
殿
】

「
新
年
雪
裏
の
梅
花
に
賦
す
」

　
　
　
　
　
　
　

有
智
子
内
親
王

「
時
に
憩
う
」
良
寛

　

二
月
十
七
日
午
前
十
時
よ
り
、
氏

子
崇
敬
者 

約
四
十
名
参
列
の
も
と

「
祈
年
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
で
は
今
年
の
五
穀
豊
穣
と
産

業
発
展
を
祈
り
ま
し
た
。
神
楽
「
浦

安
の
舞
」
に
続
き
、
井
波
松
風
会
に

よ
る
吟
詠
も
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

奉
納
曲

　
「
日
本
を
愛
す
」
丘 

灯
至
夫

　

三
月
八
日
午
前
十
時
よ
り
「
鎮
火

祭
」
が
斎
行
さ
れ
、
氏
子
並
に
地
元

の
消
防
関
係
者
約
二
十
名
が
参
列
し

ま
し
た
。

　

御
本
社
で
の
祭
典
終
了
後
、
小
雨

の
降
る
中
「
鎮
火
行
事
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

神
話
に
基
づ
き
、
権
宮
司
と
南
砺

市
消
防
団
井
波
方
面
団
高
瀬
分
団
・

岩
倉
清
孝
分
団
長
が
瓢
の
「
水
」、

笠
田
武
司
副
分
団
長
が
「
川
菜
」、

岩
倉
和
弘
部
長
が
「
砂
」
を
か
ぶ
せ

て
消
火
し
ま
し
た
。

　

火
の
恵
み
に
感
謝
し
、 

火
災
が
起

き
な
い
よ
う
祈
り
ま
し
た
。

節
　
分
　
祭

紀
元
節
祭

祈
年
祭

鎮
火
祭
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本
年
の
初
詣
は
年
末
か
ら
の
寒
波
襲
来
に
よ
り
、
雪
の
舞
う
正
月
を
迎
え

ま
し
た
。
三
が
日
の
積
雪
量
は
過
去
五
年
間
で
最
多
と
な
り
、
参
詣
者
は
例

年
よ
り
や
や
少
な
い
約
十
五
万
人
（
昨
年
十
六
万
人
）
で
し
た
。

　
悪
天
候
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
南
砺
警
察
署
を
は
じ
め
、
関
係
各
位

の
ご
協
力
に
よ
り
、
事
故
も
な
く
初
詣
期
間
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
七
十
名
の
奉
仕
巫
女
さ
ん
た
ち
は
、
寒
さ
厳
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

清
々
し
く
参
拝
者
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年

初
詣

へ
ち
ま

　
一
月
三
日
、
福
野
糸
瓜
句
会
（
梅
島
く

に
を
会
長
）
の
「
初
詣
句
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
奉
納
句
は
次
の
通
り
で
す
。

ど
の
巫
女
の
手
よ
り
破
魔
弓
授
か
ろ
か 

梅
島
く
に
を

華
や
ぎ
の
手
毬
の
垂
れ
し
句
会
か
な 

若
土　

白
羊

参
道
の
め
で
た
き
雪
の
し
ま
き
浴
び 

宇
波
可
津
志

手
水
舎
の
屋
根
雪
ど
っ
と
三
日
か
な 

平
野　

孝
純

塗
り
椀
も
九
谷
も
拭
ひ
年
用
意 

田
上
眞
知
子

大
絵
馬
に
迎
へ
ら
れ
け
り
初
詣 

有
川　
　

寛

産
み
月
の
子
と
連
れ
立
ち
て
初
詣 

有
川　

公
子

封
を
切
る
幼
馴
染
の
初
便 

森
田　

桂
子

お
降
り
や
朱
の
橋
渡
る
赤
い
靴 

今
井　

淳
良

雪
し
ず
れ
御
神
木
よ
り
光
り
落
つ 

長
谷　

登
世

雪
し
ず
れ
か
む
り
て
進
む
一
の
宮 

大
浦　

昌
美

心
張
り
棒
余
命
に
か
け
て
去
年
今
年 

中
村　

芳
枝

新
し
き
生
命
を
祈
る
初
詣 

中
川　

英
堂

新
玉
の
巫
女
の
鈴
の
儀
清
々
し 

佐
々
木
春
子

人
波
に
揉
ま
れ
手
合
す
初
詣 

髙
原　

禮
子

花
の
ご
と
枝
の
み
く
じ
や
初
詣 

五
十
嵐
千
重
子
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石
碑
は
、
記
念
碑
・
戦
没
碑
・
歌

碑
・
句
碑
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ
り
、

全
国
各
地
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
普
段

の
生
活
に
お
い
て
風
景
と
同
化
し
て

し
ま
い
、
内
容
ま
で
あ
ま
り
気
に
留

め
る
機
会
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
特
に
戦
没
碑
・
忠
魂
碑
等
は
国

家
の
為
、
散
華
さ
れ
た
英
霊
の
碑
で

あ
り
、
建
立
に
あ
た
り
御
遺
族
の

方
々
も
並
々
な
ら
ぬ
思
い
を
持
っ
て

お
ら
れ
た
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年

は
戦
後
七
十
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま

す
。
改
め
て
碑
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
英
霊
の
御
事
績

に
触
れ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　
旧
高
瀬
村
に
お
い
て
も
戦
没
碑
・

忠
魂
碑
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
今

回
、
南
砺
市
三
清
西
の
齋
藤
清
志
命

に
つ
い
て
記
さ
れ
た
碑
が
詳
細
で
し

た
の
で
、
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

故
従
六
位
勲
五
等

陸
軍
航
空
少
佐 

齊
藤
清
志
忠
霊
碑

松
村
謙
三 

謹
題

君
は
齋
藤
家
四
代
常
治
の
六
男
と
し

て　

大
正
九
年
三
月
二
十
一
日
此
の

地
に
生
を
享
く　

昭
和
十
五
年
陸
軍

士
官
学
校
五
十
三
期
卒
業　

高
田
師

団
付
と
な
り
満
洲
に
派
遣　

歩
兵
少

尉
に
任
官　

後
宿
願
の
航
空
に
転
科   

熊
谷　

浜
松
両
飛
行
学
校
に
学
び
十

六
年
六
月
中
尉
に
任
官　

九
月
卒
業

直
ち
に
北
支
派
遣
軍
五
十
八
戦
隊
菅

原
部
隊
に
属
し
北
京
に
駐
屯　

重
慶

爆
撃
に
初
陣
を
飾
る　

旬
日
に
し
て

馬
来
派
遣
軍
高
一
九
二
五
部
隊
重
爆

隊
に
配
属　

十
二
月
八
日
未
明
ペ
ナ

ン
島
敵
拠
点
に
初
空
襲
を
敢
行
し
大

東
亜
戦
争
に
参
戦
す　

爾
来
一
年
有

半　

馬
来　

泰　

ビ
ル
マ　

佛
印　

比
島
各
地
に
転
戦
奮
闘　

就
中
同
十

二
月
二
十
五
日
の
ラ
ン
グ
ー
ン
初
空

襲
の
大
戦
果
は
当
時
朝
日
新
聞
に
そ

の
武
勲
を
讃
え
ら
れ
た
り　

同
十
七

年
十
月
航
空
士
官
学
校
生
徒
隊
区
隊

長
を
拝
命　

十
八
年
大
尉
に
昇
進　

十
九
年
八
月
航
空
士
官
学
校
狭
山
分

校
教
育
班
長
と
な
る　

同
二
十
年
一

月
埼
玉
県
本
庄
町
東
部
第
二
三
七
八

部
隊
第
三
中
隊
長
に
迎
え
ら
れ
部
隊

再
編
成
に
努
力
す　

こ
の
時
局
愈
々

逼
迫　

太
平
洋
上
の
敵
艦
船
群
本
土

に
迫
る　

二
月
十
五
日
夜
半　

突
如

敵
艦
船
群
攻
撃
せ
よ
と
の
命
下
り　

十
七
日
午
前
十
一
時
本
庄
飛
行
場
離

陸
浜
松
を
経
て
一
路
硫
黄
島
に
向
け

出
撃
九
機
編
隊
の
指
揮
を
と
る　

こ

の
日
敵
上
空
ま
れ
な
る
悪
天
候
の
為

攻
撃
不
能
に
よ
り
全
機
引
返
し
た
る

も　

君
は
単
機
に
て
極
限
の
低
空
捜

索
を
敢
行
し
以
て
敵
大
艦
隊
を
補
足

攻
撃　

大
型
巡
洋
艦
一
隻　

艦
種
不

詳
一
隻
を
撃
沈　

最
後
に
自
ら
戦
艦

に
体
当
り
し
て
轟
沈　

一
機
三
艦
無

類
の
大
戦
果
を
収
め
壮
烈
な
る
戦
死

を
遂
ぐ　

時
に
行
年
二
十
五
才　

こ

の
事
実
は
硫
黄
島
の
海
軍
基
地
よ
り

の
無
電　

偵
察
機
の
確
認
に
よ
り
大

本
営
発
表
に
て
明
ら
か
な
り　

然
る

に
戦
ひ
我
に
利
あ
ら
ず　

同
年
八
月

十
五
日
日
本
軍
は
無
条
件
降
伏
終
戦

と
な
る　

嗚
呼
君
の
偉
業
遂
に
実
ら

ず
と
雖
も　

魂
魄
は
永
遠
に
逗
り
て

平
和
日
本
の
礎
と
な
る　

畏
く
も
天

皇
陛
下
よ
り
の
感
状
下
賜
あ
り
た
る

事
及
び
二
階
級
特
進
は　

軍
司
令
官

始
め
部
隊
上
司
よ
り
夫
々
伝
達
あ
り

た
る
も　

部
隊
解
散
証
拠
書
類
焼
却

に
よ
り　

こ
の
赫
々
た
る
武
勲
つ
い

に
実
証
し
得
ず　

洵
に
痛
恨
禁
ず
る

能
わ
ず　

然
れ
ど
も
本
事
実
は
家
門

の
誉
れ
と
し
て
永
く
子
々
孫
々
に
伝

承
し
忠
魂
を
顕
彰　

安
瞑
を
祈
り
て

こ
の
碑
を
建
立
す

　

昭
和
四
十
四
年
七
月

五
代
兄 

成
正
撰
並
建

せ
い  

し

い
し
ぶ
み

碑
に
見
え
る
高
瀬
の
英
霊

第45号

故
従
六
位
勲
五
等

陸
軍
航
空
少
佐
齊
藤
清
志
忠
霊
碑

松
村
謙
三
謹
題

校
教
育
班
長
と
な
る

同
二
十
年

月
埼
玉
県
本
庄
町
東
部
第
二
三
七

部
隊

三

隊
長

迎

れ
部

い
し
ぶ
み

碑
に
見
え
る
高
瀬
の
英
霊

碑
に
見
え
る
高
瀬
の
英
霊

功
霊
殿
に
お
祀
り
さ
れ
る
英
霊（
戦
後
七
十
年
を
迎
え
て
）

（
魚
岸
一
弥 

記
）



　
北
陸
新
幹
線
開
業
に
沸
き
立
っ
た

本
年
三
月
十
四
日
の
早
朝
、
当
神
社

に
あ
る
「
岩
川
毅
之
翁
像
」
に
こ
の

旨
を
奉
告
し
ま
し
た
。
岩
川
毅
氏（
大

正
三
〜
平
成
五
）
は
砺
波
市
の
出
身

で
、
当
神
社
の
責
任
役
員
を
務
め
ら

れ
、
宝
物
殿
の
建
設
な
ど
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。
岩
川
氏
は
、
一

代
に
し
て
製
紙
・
運
送
・
印
刷
業
な

ど
の
中
越
グ
ル
ー
プ
を
築
き
上
げ
、

昭
和
二
十
二
年
か
ら
富
山
県
議
会
議

員
三
期
、
同
三
十
年
か
ら
は
議
長
を

務
め
た
ほ
か
砺
波
商
工
会
議
所
会
頭

第45号平成27年4月1日
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○
「
金
一
封
」

　
氏
子

　
　
藤
井
　
孝
行 

殿

○
「
介
護
用
車
い
す
」

　
南
砺
市

　
　
馬
羊
友
会
還
暦
の
会 

殿

　
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
八
日

○
絵
画
「
紅
白
梅
」

　
富
山
市
・
日
展
会
友

　
　
津
幡
　
光
清 

殿

　
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
八
日

【
表
紙
写
真
】　
境
内
に
咲
く
水
仙

編
集
後
記

　
一
月
二
十
五
日
「
第
六
十
一
回 

文
化
財

防
火
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、
消
防
避
難
訓
練
が

行
わ
れ
、
当
神
社
自
衛
消
防
隊
員
を
は
じ

め
南
砺
市
消
防
団
井
波
方
面
団
、
南
砺
消

防
署
井
波
庄
川
出
張
所
、
氏
子
の
皆
様
と

万
一
の
災
害
に
備
え
ま
し
た
。

　
一
月
十
七
日
は
「
阪
神
淡
路
大
震
災
」
よ

り
二
十
年
、
三
月
十
一
日
に
は
「
東
日
本
大

震
災
」
よ
り
四
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
乙
未
の
歳
。
心
穏
や
か
な
未
に

肖
っ
て
、
自
然
災
害
の
無
い
、
平
穏
な
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

ご
案
内

奉
　
納

奉
　
納

奉
　
納

戌の日（安産祈願）戌の日（安産祈願）戌の日（安産祈願）
4月 4・16・28日
5月10・22日
6月 3・15・27日
7月 9・21日
8月 2・14・26日
9月 7・19日
10月 1・13・25日
11月 6・18・30日
12月12・24日

腹帯のお祓いも行いますので
ご持参下さい。

北
陸
新
幹
線

　
開
業
の
立
役
者

め
　
い
ゆ
う
か
い

と
し
て
、
郷
土
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
人
物
で
す
。

　
そ
の
功
績
は
「
夢
の
平
」
の
開
発
・

北
陸
自
動
車
道
構
想
・
砺
波
イ
ン

タ
ー
の
開
設
な
ど
枚
挙
に
遑
が
な

く
、
今
回
の
北
陸
新
幹
線
も
発
端
は

岩
川
氏
に
拠
る
も
の
で
し
た
。
同
四

十
年
九
月
金
沢
市
で
開
か
れ
た
一
日

内
閣
の
席
で
、「
太
平
洋
側
と
比
べ

て
日
本
海
側
は
交
通
網
に
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
。
東
京
か
ら
北
陸
を

通
っ
て
、
大
阪
に
つ
な
が
る
北
回
り

の
新
幹
線
を
建
設
し
て
い
た
だ
き
た

い
！
」
と
、
当
時
の
佐
藤
栄
作
首
相

に
熱
心
に
訴
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
北
陸
で
は
新
幹
線
誘
致
の
気
運
が

高
ま
り
、
こ
の
度
の
開
業
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
岩
川
氏
が
北
陸

新
幹
線
の
構
想
を
打
ち
出

し
て
五
十
年
に
な
り
ま

す
。
構
想
か
ら
長
い
道
の

り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

郷
土
の
発
展
を
心
か
ら

願
っ
た
岩
川
氏
の
目
に
、

こ
の
開
業
は
ど
の
よ
う
に

写
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
　（
魚
岸
一
弥  

記
）
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古
く
な
っ
た
人
形
に
感
謝

し
、神
社
へ
納
め
る
お
祭
り「
人

形
感
謝
祭
」
を
行
い
ま
す
。
納

め
ら
れ
た
人
形
は
お
祓
い
の

後
、
お
焚
き
上
げ
を
し
て
お
別

れ
し
ま
す
。
子
供
の
成
長
と
と
も
に
使
わ
な
く
な
っ
た
り
、
壊

れ
た
り
し
た
「
人
形
」
や
「
ぬ
い
ぐ
る
み
」
を
ご
持
参
下
さ
い
。

受
　
付

　
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
時
ま
で
（
当
日
の
み
受
付
）

祈
願
料

　
三
千
円
か
ら
ご
志
納
願
い
ま
す
（
み
か
ん
箱
一
つ
程
度
）

※

大
量
に
あ
る
場
合
や
大
き
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

社
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

第
十
五
回 

人
形
展
〜
一
期
一
会
〜

　
七
月
十
八
日
（
土
）
〜
二
十
日
（
月
・
祝
）
開
催

　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

日
時
　
七
月
十
九
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り

第
十
六
回  

人
形
感
謝
祭
の
ご
案
内

　「
大
祓
」
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪
穢
を
半

年
に
一
度
祓
い
落
と
し
て
元
の
清
ら
か
な
心
身
に
戻
り
、
続
く

半
年
も
健
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
願
う
神
事
で
す
。

　
拝
殿
に
て
「
大
祓
詞
」
を
奉
唱
し
、
各
人
が
「
人
形
」
に
罪

穢
を
移
し
、
特
に
「
夏
越
の
大
祓
」
は
前
庭
に
設
け
ら
れ
た

「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
り
、
心
身
を
清
浄
に
も
ど
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
暑
い
夏
を
健
康
に
乗
り
切
る
た
め
の
大
切
な
神
事
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
参
列
下
さ
い
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
案
内
状
と
人
形
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

社
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
〇
七
六
三
）八
二

－

〇
九
三
二

日
時
　
六
月
三
十
日（
火
）
午
後
三
時
よ
り

「
平
成
二
十
七
年 

夏
越
の
大
祓
」の
ご
案
内

「
平
成
二
十
七
年 

夏
越
の
大
祓
」の
ご
案
内

お
　
な
　
ま
　
え

生

年

月

日
な
　
ご
し
　
　お
お
は
ら
え

ひ
と
が
た

に
ん
ぎ
ょ
う
か
ん  

し
ゃ  

さ
い
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お二人の誓いが千年後も続きますように

只今 
ご予約
受付中

このバンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承っております。
お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。

高瀬神社 検索

この地で二千年の歴史をもつ越中一宮 髙瀬神社は、
縁結びの神様 大国主命をまつる神社として多くの
神前挙式を執り行い、お二人の幸福を願ってきました。

縁結びの神様に誓う

伝統の結婚式を挙げていただく、

一生に一度の日だからこそ、

一日一組のカップルの為だけに、

このバンケットは生まれました。

縁結びの神様に誓う

伝統の結婚式を挙げていただく、

一生に一度の日だからこそ、

一日一組のカップルの為だけに、

このバンケットは生まれました。

おもてなしバンケットホール

おおくにぬしのみこと

～

髙

〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日　

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮　
髙
瀬
神
社
社
務
所

編
集
人　

長
谷
川
宏
幸　
　

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社

一日一組限定の


